
第1部 基調講演（13:10～14:00）

「看護の実践知を見える化する事例研究とは」
講師 籏持 知恵子（大阪府立大学大学院看護学研究科 副研究科長 教授）

座長 本城 綾子（独立行政法人国立病院機構刀根山病院 副看護師長 慢性疾患看護専門看護師）

第2部 シンポジウム（14:10～15:45）

「病院と生活の場をつなぐ地域包括ケアを
充実するための秘策－事例の見える化から－」

指定発言者 田中 順也（堺市立総合医療センター 看護局師長 慢性疾患看護専門看護師）

船越 政江（訪問看護ステーションわたぼうし 所長 在宅看護専門看護師）

長田 暁子（大阪府立大学大学院看護学研究科 准教授 小児看護専門看護師）

座長 福寿 祥子 （大阪府立病院機構大阪母子医療センター 看護部長）

中村 裕美子（大阪府立大学大学院看護学研究科 教授）

第3部 ワークショップ（16:00～17:00）

グループ 1 田中 順也（堺市立総合医療センター 看護局師長 慢性疾患看護専門看護師）

グループ 2 船越 政江（訪問看護ステーションわたぼうし 所長 在宅看護専門看護師）

グループ 3 長田 暁子（大阪府立大学大学院看護学研究科 准教授 小児看護専門看護師）

つながろう！看護の知カラ
第5回看護フォーラム

地域包括ケアシステムを支える看護の実践知

日時

病院と生活の場をつなぐ地域包括ケアを充実するために、看護の実践知を見える化する
事例研究の手法と、事例研究から見える専門看護師の方略をご紹介します。

2018年 2月3日（土）13:00～17:00

会場 大阪府立大学 I - site なんば2階（地図裏面）

対象 看護職・介護職・医療関係者、学生、地域包括ケアに興味の
ある方 参加費

無料
※申込方法と会場アクセス
は裏面をご覧ください

主催／大阪府立大学大学院看護学研究科療養学習支援センター運営委員会/Ns-coプロジェクト
後援／大阪府看護協会・大阪府訪問看護ステーション協会



お申込み

QRコードまたはURL よりお申込みください。

URL  http://www.nursing.osakafu-u.ac.jp/ns-co/symposium/

申込締切：2018年1月18日（木）
申込時、第3部 ワークショップの３つグループの
ご希望順位をご入力ください。

お問い合わせ

大阪府立大学大学院看護学研究科療養学習支援センター
事務局 E-mail: ns-co@nursing.osakafu-u.ac.jp

会場アクセス

※会場に駐車場はありません。
公共交通機関をご利用ください。

●南海電鉄「なんば駅（中央出口）」下車、南海
線東側の道を南へ約800m、徒歩約12分
●地下鉄御堂筋線「なんば駅（5号出口）」下車、
南へ約1,000m、徒歩約15分
●地下鉄御堂筋線・四つ橋線「大国町駅（1番出
口）」下車、東へ約450m、徒歩約7分
●地下鉄堺筋線「恵美須町駅（1-B出口）」下車、
西へ約450m、徒歩約7分
●南海電鉄高野線「今宮戎駅」下車、北へ420m、
徒歩約6分

大阪市浪速区敷津東2丁目1番41号


